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荒川下流タイムラインの検討経緯
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荒川下流タイムラインの検討状況
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荒川下流タイムラインの検討状況



首都圏広域避難タイムラインの検討状況
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庄内川タイムラインの検討状況
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当
日

一
日
前

四
日
前
～

• 所内の体制、分担の確認
• 樋門等操作員の準備指示
• 設備業者等への準備指示 等
• 水門・樋門等施設の点検
• 水位観測所、ＣＣＴＶ等の点検
• 災害対策車両の動作確認
• 水防資機材の確認 等

• 水防警報、洪水予報の発表
• 水位状況の見通しの連絡
• 水門、陸閘の操作
• 洪水時点検 等

• 洪水予報の発表
• 樋門、排水機場の操作
• 出水時点検 等

紀南河川国道事務所時間

• 排水溝等の清掃、点検
• 保育所、福祉施設等への連絡
• イベントの延期
• 飲料水、救助艇等の準備
• 避難所の開設準備
• 清掃車の高台避難、幟の撤去
• 防災無線による住民周知 等

• 高齢者世帯の訪問
• 避難勧告、避難指示発令
• 避難所開設
• 避難者、消防団の食事準備 等

• 町民バスの運休
• 被害状況の把握
• 避難指示等の解除 等

紀宝町

タイムラインに基づき行動したことにより、浸水が発生する前に、避難勧告等の発令が円滑に実施された。

また、事務所では、早めの点検により確認した施設の故障を出水前に修理することができ、紀宝町においては、雨が降
り始める前に要援護者に避難の呼びかけができたなど、早め早めの対応を行うことができたなど多くの効果があった。

北緯20°

北緯30°

北緯43°

8月5日

8月6日

8月7日

8月8日

8月9日

8月10日

三重県紀宝町

紀宝町・紀南河川国道事務所
タイムラインスタート

浸水発生

● 午前9時の台風位置

避難指示（高岡地区）

避難勧告（大里地区）

10日

9日

6日
～

8日

•早めの点検により、施設の故障対応が出水前に完了した
•要援護者の方々への対応が雨が降る前にでき余裕が持てた
•事前準備により、浄水場の濁度上昇に速やかに対処できた
•実施することが明確になり無駄な準備が省けた
•組織全体で情報共有でき、一丸となり災害対応の一体感があった 等

災害後の検証（タイムラインの効果）
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事務所内タイムライン会議
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三重県紀宝町タイムラインの実施事例〈平成26年台風第11号時〉


